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I
: ｢数理的な処理u-)よさ｣は.問鎚を解決していく中で生まれる多様な考えの中から,よI
･りよい考えとして子どt)自身が見出していくものである｡ しかしながら,子どもに問題脈I
:決をさせればよさを白熱 こ見出していくわけではなく.指辞する教師が.実感させたい ｢I
:数理的な処理のよさ｣とは何かを明らかにし,そのための指節方法を考えていくことががI
:必要である｡I
･ 本研究では.第6学坤の ｢蛙体の表面栢｣の指導に熊点を当て. ｢柱体の表面横｣で実l
:感させたい ｢数理的な処理のよさ｣とは何か｡また.その ｢数理的な処理のよさ｣を実感I
:させるにはどのような指坤方法が有効かを実践を通 して究明していく｡
l-ー __________________________-____
1 研究のねらい
子どもか, ｢数理的な処理のよさ｣を実
感するとは,友達の考えを聞いてその考え
のよさに気づくだけでなく,自分でその考
えを突板に使い,確かに冊_ql,riとか分かり
やすいとかを感じ取ることである｡そのた
めには.教師が授業づくりをする中で.莱
感させるべき ｢教理的な処理u-)よさ｣は何
かを明らかにし.それに気づかせ.実感さ
せてい(ための指導Jj法を工夫する必要か
ある｡
そこで,第6学年 ｢桂体の表面積｣におい
て.子ともに実感させたい ｢数理的な処理
のよさ｣は何かを想定し,そのよさが実感
できるようにするには,どのような指涛方
法が有効であるかを授業を適 して明らかに
していきたい｡
2研究の内容
(H 実感させるへき ｢数理的な処理のよさ
とは何か｡
私は.第6学年 ｢柱体の表面損｣で実
感させるべき ｢数理的な処理のよさ｣を
r柱体の側面全体を一つの長方形とみる考えの
よさjであると考える｡
なぜなら.側面全体を1つの長方形とみるこ
とにより.どんな柱体でも簡単 (能率的)に側
面全体の面概を求められるからである｡
(2) 指縛方法の工夫
① 表面風を求める三角柱の吟味
第1時で表面積を求める
三角柱の底面の辺は,図 1
のような3cm,4cm,5cm
と長さの異なるものにする
これにより,3枚の側面の
面横を別々に求めるよりも
側面全体の形を1つの長方
形とみて三角柱の側面全体
の面俄を求めた方が簡単で
あることに気づきやす くする｡
② 批点を基に多様な考えを比較検討する活動
の工夫
取り上げたいくつかの求概方法を,簡潔性,
明瞭性.一般性の面から見直し,比較検討する
活動を工夫する｡これにより,それぞれの考え
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のよさを認め合う中で.側面全体の形を1
つの艮^形とみる考えは.1つ 1つのM面
の画税を求めるよりも簡単に三角柱のalJ面
全体の面横を求められることに気づきやす
くなる｡
③指輯計画LT)=夫
31血fL'tを求めるiJi体は.邦 1U.Ijに三1q比
第2時に四角柱.五角柱,第3時に円柱と
いうような指導計画にする｡これにより,
第 1時で気づいた ｢三角柱の側面全体を一
つの長方形とみる考え｣を くり返 し使える
鳩ができ. ｢桂体の側面全体を一つの艮カー
形とみるよさ｣を実感させやす くなる｡
3授業の実際
=｢柱体の表面損｣の位置づけ
これまでに子どもは, ｢立体｣の学習の
中で.柱体の辺や面の特徴や関係を調べた
り.展開図をかいたりして,立体の意味を
とらえてきている｡｢柱休の表面概｣は立
体の意味を活用 しやすいように住体の意味
をとらえた直後に小単元として組み入れる
ようにしている｡第1時では.三角柱の表
面損を求めていく中で, ｢三角柱の側面全
体を1つの長方形とみる考えのよさ｣に気
づいていく｡第2時では,まず四角柱の表
面積を前時に気づいた考えを活用 して求め
ていく中で,四角柱でも側面全体を 1つの
長方形とみれば,簡単に表面損を求められ
ることか分かるようになる｡次に,四角柱
でも側面全体を1つの長方形とみる考えの
よさに気ついた子どもは.五角柱の時も側
面全体を1つの長方形とみて表面概を求め
ていき,側面全体を 1つの長^形とみるよ
さを実感 していく｡
(2) 単元の目倭
三角柱の表面積を三角柱の意味を活用 し
なが ら求めていく中で,側面全体を1つの長方
TBとみる考えのよさに気づき,その考えを活用
して四角柱.五角柱,円柱の表面楠を求めてい
く中で,tRIJ面全体を 1つ0')島JJ形とみる考えd)
よさを実感することができる｡
(3仰 1u.'jの胞UH
伝)本時UL)課題をつかむO
柱体の意味の学習に続いて,本時は,図 1のよ
うな三角柱を提示 し. ｢図のような三角柱の表
面全体の面横は何qRで しょうO｣という問題を
なげかけたo表面全体とはどこのことかを三角
柱の模型を使ってはっきりとらえさせた後,
｢三角柱の表面全体の面税の求め,b'を考えよう｣
という本時の課題をつかませていった｡
② 三角柱の表面全体の面横の求め方を考える
TrH一指導のポイント1 ----- ---- -i
: 表面債を求める三角柱の底面の辺は.3:I l
:cm.4cm.5cmと長さが異なるものにする :l lL-1-1一･一一一･一一1-1---1-----__Iー ________■
多くの子どもは,A児.B児の2人に代表さ
れるように三角柱の意味を活用して三角柱の表
面全体の面鏡の求め方を次のように考えていっ
た｡
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A児のように一つ一つの0lJ面の面領をば
らばらに考えた子どももB児のように側面
全体を1つの長方形とみて考えた子どもも
.底面の2つの三角形は,合同であること
を活用 して底面の面積を2倍して2つの底
面の面倒を求めていった｡また.側面全体
の血債を求める際には,A児は一つ一つの
側面の形か長)3形であることを,B児は側
面全体が長方形になることをそれぞれ活用
して側面全体の面積を求めていった｡
③ 三角柱の表面全体の面椀の求め方を話
し合う｡
∧児やD児のような2つの考えをそれぞ
れ全月が分かるまで話 し合っていったC話
し合いの中では. ｢どちらの考えも側面の
形が長方形であることを使っているので分
かりやすい｡｣とか ｢2つの底面の三角形
が合同であることを使っているので一度に
底面の面横が求められて簡単だO｣など柱
体の意味を活用 しているといった共通の増えの
よさを認め合い.そ0')後.どちらの考えがより
よい考えなのかの話 し合いに移っていった｡
rl-一指導のポイント2 ------------I.
; 簡潔性.明瞭性.一般性の観点を基に2･I
:っの考えを比較検討する｡ :l lI l
どちらの考えも習った三角柱の特徴をうまく
使って表面横を求めていたので.分かりやすい
ということが分かったところで, ｢2つの考え
は同じといってよいq)か｡｣とたずねると.千
ともは,伯1演性の観点に目を向けて次々に発言
してきた｡
C B君の考えは.側血全体を 1つの大きな長
力形として考えているのでturJ面をまとめて求
められて簡単だと患います｡
C 僕も初め,Aさんのように一つ一つの側面
の面積を求めて表面全体の面積を出しました
が.B君のように考えたほうか指7単にできる
ことに気づきました｡
こうして子どもは.三角柱の側面全体を1つ
の最^形とみるよさに気づいていったo
(3) その後の展開
ト 一ー指導のポイント3 ------ - -- i
. 三角柱の表面税は,側面全体を 1つの長 :I I
:方形とみて考えれば簡単に求められること :
l
:に気づいた三角柱の表面積の学習に続いて .1 1
:四角柱,五角柱,円柱の表面機を求める学 :l l
:習を位盈づける. :
四角柱の表面
概を求める帖に
は.子ともはま
ず,図2のよう
な展開B]をかい
て側面全体を1
つの長方形と
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みて.長方形の1辺を四角柱の底面の周(4
x2†6x2-20),もう1辺を四角柱の高さ (8
)として20×8-160というように四角柱
のtuq画の面租を一度に求め,次に.底面槙
と合わせて四角柱の表面損を求めていった
凹声JtLも三角柱と同様にtuLJ面全体を 1つの
艮'jJ'形とみて考えれば.㈲iuに栽血税が求
められることが分かった子どもは.五角柱
の表面横を求める時には. ｢四角柱と同じ
ように考えればできるよ｡｣と吐きながら
五角柱の側面全体を1つの長方形とみて五
角柱の表面積を求めていった｡
五角柱の表面槙も確かに側面全体を1つ
の長方形とみる考えで簡単に求められるこ
とが分かったところで,子どもからは. ｢
六角柱でも,八角柱でも多角柱なら何でも
側面全体を 1つの長方形にして考えればい
い｡｣という声か聞こえてきた｡さらに,
｢どんな多角柱でも同じように考えられる
a-)なら.円柱t)同じやり^でできるはずだ
0｣という声も上がり.円柱の表面積の学
習へと移っていった｡円柱の表面槙を求め
る時には,円周を長方形の1辺.円柱の高
さをi)う1辺として円柱の側面積を求め.
底面俵と合わせて円柱の表面損を求めてい
った｡こうして子どt)は,柱体のmIJ面全体
を 1つの長方形とみるとどんな蛙体でも簡
単に側面租を求められることが分かり,柱
体の側面全体を1つにみるという ｢数理的
な処理のよさ｣を実感していった｡
4 研究のまとめ
｢柱体の表面積｣で子とt)に実感させた
い ｢数理的な処理のよさ｣は. ｢側面全体
を 1つの長方形とみるよさ｣と考えた｡ま
ず.三角柱の側面積では.tuq面全体を1つ
の長力形とみるよさに気づかせるために,
表面鎖を求める三角柱の底面の辺の長さを
異なるものにした｡その結果.子どもは,
一つ一つの三角柱の側面の面積を求めるよ
りも側面全体を1つの長方形とみて一度に側面
全体の面轍を求めたカが簡単に求められること
に気づいていった｡また.簡潔性,明瞭性,一
般性などの地点を基に2つの考えを比較検討し
たことも.三角柱の側面全体を1つの長方形と
みるよさに気づかせることにも効であったと考
えている｡
その後.四角柱,五角柱,円柱と続けて表面
概を求めていくことで,子とも払 繰り返 し桂
体の側面全体を1つの長力形とみて一度に柱体
の側面積を求めていくようになり.どんな柱体
でも簡単に側面横が求められることが分かるよ
うになり. ｢柱体の側面全体を1つの長方形と
みるよさ｣を実感 していった｡
(平成9年5月1日受理)
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